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1. 19年 9月中間期の業績 (平成19年 4月 1日 ～ 平成19年 9月30日)
(％表示は対前年中間期増減率)(1) 経営成績

売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 中間(当期)純利益
百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％ 百万円     ％

19年 9月中間期        6,549      6.4        1,410     25.9        1,560     24.0          924     19.3
18年 9月中間期        6,155    △7.4        1,120    192.0        1,258    172.6          775    169.3
19年 3月期       12,827－        2,156－        2,372－        1,796－

1 株 当 た り 中 間 潜在株式調整後1株当たり
( 当 期 ) 純 利 益 中 間 (当 期 )純 利 益

円 銭 円 銭
19年 9月中間期          29.04－
18年 9月中間期          23.73－
19年 3月期          55.53－
(参考) 持分法投資損益19年 9月中間期 － 百万円 18年 9月中間期 － 百万円 19年 3月期 － 百万円

(2) 財政状態
総 資 産 純 資 産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭
19年 9月中間期       38,818       32,398     83.5       1,017.51
18年 9月中間期       39,030       32,584     83.5       1,009.01
19年 3月期       39,209       32,688     83.4       1,026.58
(参考) 自己資本 19年 9月中間期       32,398百万円 18年 9月中間期       32,584百万円 19年 3月期       32,688百万円

(3) キャッシュ・フローの状況
営 業 活 動 に よ る 投 資 活 動 に よ る 財 務 活 動 に よ る 現 金 及 び 現 金 同 等 物
キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー キ ャ ッ シ ュ ・ フ ロ ー 期 末 残 高

百万円 百万円 百万円 百万円
19年 9月中間期          983        △753         △538        7,136
18年 9月中間期         △200       △2,777       △1,001        4,842
19年 3月期        1,445      △1,307       △1,515        7,445

2. 配当の状況
１ 株 当 た り 配 当 金

(基準日) 期末 年間

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭
19年 3月期        17.00        17.00
20年 3月期(実績)
20年 3月期        15.00        15.00(予想)

3. 20年 3月期の業績予想 (平成19年 4月 1日 ～ 平成20年 3月31日)
(％表示は対前期増減率)

１ 株 当 た り
売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益 当 期 純 利 益 当 期 純 利 益
百万円      ％ 百万円      ％ 百万円      ％ 百万円      ％ 円 銭

 通 　 期       13,311      3.8        2,171      0.7        2,403      1.3        1,417   △21.1          44.50
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4. その他
(1) 中間財務諸表作成に係る会計処理の原則･手続、表示方法等の変更(中間財務諸表作成のための基本となる
 重要な事項の変更に記載されるもの)

会計基準等の改正に伴う変更 有
以外の変更 無

〔(注)詳細は、 ページ「中間財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更」をご 14 覧ください。〕

(2) 発行済株式数(普通株式)
19年 3月期      33,000,000株期末発行済株式数(自己株式を含む) 19年 9月中間期      33,000,000株 18年 9月中間期      33,000,000株

期末自己株式数 19年 9月中間期       1,158,756株 18年 9月中間期         706,383株 19年 3月期       1,157,931株

(注) 1株当たり中間(当期)純利益の算定の基礎となる株式数については、 24ページ「1株当たり情報」
をご覧ください。

※ 業 績 予 想 は 現 時 点 で 入 手 可 能 な 情 報 に 基 づ き 算 出 し た も の で あ り 、 実 際 の 業 績 は 今 後 様 々 な 要 因
に よ り 異 な る 可 能 性 が あ り ま す 。
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１．経営成績 

 
（１）経営成績に関する分析 

①当中間期の経営成績 

当中間期（平成19年４月１日から平成19年９月30日まで）におけるわが国経済は、企業収益の改善

を背景とした設備投資が増加するなど、緩やかな景気回復を維持しながら推移しましたが、一方では

原油、原料等の値上がりなど先行きに不透明感の漂う状況が続いております。 

当社の関連業界におきましては、前年同期に比べ業績の回復傾向がやや見られたものの、健康関連

商品の業種、業態を越えた企業間競争は依然として続いております。 

このような状況の中で、当社は本年４月より「生活者の信頼に応え、豊かな健康生活に貢献する」

ことを新たな経営理念とし、「少子高齢化社会に即した成長戦略の実現により企業価値を高める」こ

とを基本方針として、６つの経営戦略を基本とした第２次中期経営計画を策定いたしました。変革の

時代に対応した生活者視点重視のマーケティング活動展開や新たな生活者価値の創造を基軸としたイ

ノベーションの促進を図ってまいります。 

当中間期におきましては、「養命酒」事業について、販売部門と広告部門を統合したマーケティン

グ本部の統括の下、薬酒文化と東洋医学の考え方の浸透を目指したＰＲ活動や、広告と店頭を連動し

たトータルマーケティング活動を展開する中で、7月にはこれらの活動を全国的に集中して行いまし

た。また、健康関連商品のインターネット通信販売サイト「養命酒本舗」につきましては、2年目を

迎え、積極的にキャンペーンを展開するとともに、より特色あるサイトとするため、取扱商品の見直

しを行いました。なお、イオンウェルシアストアーズ向けの商品としてテスト販売してまいりました

ミネラルウォーター「養命水」をナショナルブランド「養命水」とし、食品系の流通における全国販

売の体制を整えました。 

以上の結果、当中間期は、主力商品「養命酒」は順調に推移し、不動産賃貸料及びその他の売上を

合算いたしまして、その売上高は6,549百万円（前期比6.4％増）、営業利益は1,410百万円（前期比

25.9％増）、経常利益は1,560百万円（前期比24.0％増）、中間純利益は924百万円（前期比19.3％

増）と増収増益となりました。 

 

②当期の見通し 

当期（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日）の見通しといたしましては､国内景気は緩やかな回復

基調で推移するものと思われますが、懸念材料も多く、当社を取り巻く経営環境は健康関連商品の企業間

競争により厳しい状況が続くものと思われます。 

このような経営環境において、第 1 次中期経営計画で築いたコアの「養命酒」事業の高収益体質を基盤

として、第 2 次中期経営計画の下、持続的な成長と収益体質の確保による企業価値の向上を図ってまいる

所存であります。 

主力商品「養命酒」の下半期の売上高は、前期の下半期に回復傾向が見られたことから、前年並みを見込

んでおります。当期の売上高につきましては、13,311 百万円、営業利益は 2,171 百万円、経常利益は

2,403百万円、当期純利益は 1,417百万円を見込んでおります。 
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（２）財政状態に関する分析 

 当中間期における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、前期末に比較して 308 百万円減少し、

7,136百万円となりました。 

 当中間期における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。 

 

①営業活動によるキャッシュ・フロー 

 当中間期において、営業活動の結果増加した資金は 983百万円（前年同期は 200百万円の減少）となりま

した。これは主に税引前中間純利益 1,546百万円、未払費用の増加額 413百万円、売上債権の増加額 341百

万円、法人税等の支払額 687百万円等によるものであります。 

 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 当中間期において、投資活動の結果減少した資金は 753 百万円（前年同期比 72.9％減）となりました。

これは主に、有形固定資産の取得による支出 735百万円等によるものであります。 

 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

 当中間期において、財務活動の結果減少した資金は 538 百万円（前年同期比 46.2％減）となりました。

主な支出は、配当金の支払額 537百万円等であります。 

 

なお、当社のキャッシュ・フロー指標のトレンドは、次のとおりです。 

 平成17年 

９月中間期 

平成18年 

３月期 

平成18年 

９月中間期 

平成19年 

３月期 

平成19年 

９月中間期 

自己資本比率（％） 82.8 80.2 83.5 83.4 83.5 

時価ﾍﾞｰｽの自己資本比率（％） 100.1 104.1 100.8 95.5 99.3 

ｷｬｯｼｭ・ﾌﾛｰ対有利子負債比率（％） 0.8 1.9 ― 0.6 0.5 

ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ（倍） 20.6 16.4 ― 40.7 41.7 

（注）１ 各指標は、以下の計算式により算出しております。 

自己資本比率 自己資本／総資産 
時価ﾍﾞｰｽの自己資本比率 株式時価総額／総資産 

ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ対有利子負債比率 有利子負債／営業キャッシュ・フロー 
中間期末における 

ｷｬｯｼｭ･ﾌﾛｰ対有利子負債比率 

 

有利子負債／（営業キャッシュ・フロー×２） 
ｲﾝﾀﾚｽﾄ･ｶﾊﾞﾚｯｼﾞ･ﾚｼｵ 営業キャッシュ・フロー／利払い 

   ２ 株式時価総額は、中間期末（期末）株価終値×自己株式控除後の中間期末（期末）発行済株式

数により算出しております。 

   ３ 営業キャッシュ・フローはキャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを使

用しております。有利子負債は、貸借対照表に計上されている負債のうち利子を支払っている

全ての負債を対象としております。また、利払いについては、キャッシュ・フロー計算書の利

息の支払額を使用しております。 

   ４ 平成 18 年９月中間期のキャッシュ・フロー対有利子負債比率とインタレスト・カバレッジ・レ

シオは営業キャッシュ・フローがマイナスのため記載しておりません。 
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（３）利益配分に関する基本方針及び当期の配当 

当社は、新たな成長事業を推進し、「養命酒」事業を継続的に発展させ、企業価値を向上させることによ

り、株主各位への安定的な配当を継続することを重要課題としており、配当で利益還元を図った後に、内

部留保を行い、企業体質の強化を図って行きたいと考えております。内部留保資金につきましては、広い

視野に立って設備投資、研究開発などに使用することといたしております。 

当期の配当につきましては、上記の利益配分に関する基本方針に基づき、１株当たり 15 円の配当を行う

予定であります。 

 

２．企業集団の状況 

 

最近の有価証券報告書（平成 19年 6月 29日提出）における「事業の内容」及び「関係会社の状況」から

重要な変更がないため開示を省略しております。 

  

３．経営方針 

 

（１）会社の経営の基本方針 

当社は、平成 19 年度より、３ヵ年の第２次中期経営計画（平成 19 年４月～平成 22 年３月）を策定し、

「生活者の信頼に応え、豊かな健康生活に貢献する」ことを経営理念とし、「少子高齢化社会に即した成長

戦略の実現により企業価値を高める」ことを基本方針に、下記の６つを柱とする経営戦略を推進してまい

ります。 

① 新たな成長事業の推進 

② 「養命酒」事業の再構築 

③ 大正製薬株式会社との連携強化 

④ 財務体質の改善と向上 

⑤ 意識構造の変革と活力ある人材の育成 

⑥ ＣＳＲ（企業の社会的責任）の実践 

これらの取り組みを実施することにより、変革の時代に対応した生活者視点重視のマーケティング活動

展開や新たな生活者価値の創造を基軸としたイノベーションを促進し、ステークホルダーの皆様のご期待

に沿うべく、更なる飛躍・発展を目指す所存であります。 

 

（２）目標とする経営指標 

 当社は、持続的な成長と高収益の確保により企業価値を向上させるとともに、株主利益を重視する観点

から資本効率を高め、ＲＯＥ（自己資本当期純利益率）を重要な経営指標とすることといたしております。 

 

（３）中長期的な会社の経営戦略及び会社の対処すべき課題 

 当社は第２次中期経営計画（平成 19 年 4 月～平成 22 年３月）を策定し、以下の具体的な経営戦略の下、

事業展開を行ってまいります。 
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① 新たな成長事業の推進 ～新たな生活者創造のための事業基盤の構築～ 

当社の強みである生薬関連技術や酒類に関する研究等を活かした新しい付加価値をもった商品の開発を

進めております。「生活者視点」に立った新商品や健康関連サービスを提供し、新たな事業領域を創出し

てまいります。 

また新たな市場創出を目指して海外事業を展開するとともに、成長事業の基盤となる生薬の安定的な調

達の確保にも努めてまいります。 

② 「養命酒」事業の再構築 ～新たな成長事業の推進に向けた強固な収益基盤の確立～ 

「養命酒」事業の売上高広告比率や販促費比率のシーリング実施、効率的な生産体制による収益構造の

維持・改善を図り、より強固な収益基盤の確立を目指します。 

また、本みりん、ミネラルウォーターの既存商品に関しましても販売戦略の再構築を行ってまいります。 

③ 大正製薬株式会社との連携強化 ～業務提携効果の拡大～ 

  大正製薬株式会社との生薬の特性を活かした共同研究開発を強化して、商品化に向けてまいります。 

④ 財務体質の改善と向上～経営資源の選択と集中～ 

  事業投資を重視した保有資産の有効活用を行い、財務ポートフォリオの強化を図ってまいります。 

⑤ 意識構造の変革と活力ある人材の育成 ～挑戦と変革を恐れない企業風土の醸成～ 

  変革の時代に対応できる人材の育成を目指し、スピードを重視した機能的でコミュニケーションの高い

組織を構築してまいります。 

⑥ ＣＳＲ（企業の社会的責任）の実践 ～社会の一員としての企業倫理の実践～ 

  コンプライアンスの徹底による、高邁でより高い企業倫理の実践に努めるとともに、透明で適正な企業

情報開示を行います。さらに、安全で良質な商品・サービスの提供に努め、「養命酒健康の森」をはじめ

とした地域貢献活動や環境保全活動を行ってまいります。 
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４．中 間 財 務 諸 表 等 

（１）中間貸借対照表 

（単位：千円） 

期 別 

 

科 目 

前 年 中 間 期 当 中 間 期 前   期 

平成18年9月30日現在 平成19年9月30日現在 平成19年3月31日現在 

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 構成比 

（資 産 の 部）   ％   ％   ％ 

Ⅰ 流 動 資 産          

１ 現金及び預金  7,377,323   1,766,745   7,675,240  

２ 受取手形  462,199   549,865   529,077  

３ 売掛金  2,468,520   2,655,712   2,334,530  

４ 有価証券  170,008   8,005,109   699,422  

５ たな卸資産  849,837   775,758   696,163  

６ 繰延税金資産  253,159   164,611   154,531  

７ その他  156,831   163,653   62,315  

流 動 資 産 合 計  11,737,881 30.1  14,081,455 36.3  12,151,281 31.0 

Ⅱ 固定資産          

１ 有形固定資産          

（１）建物  3,726,715   3,552,545   3,630,223  

（２）機械及び装置  655,505   597,727   585,147  

（３）土地  1,695,064   2,038,979   1,695,064  

（４）その他  638,852   860,756   645,555  

有形固定資産合計  6,716,138   7,050,009   6,555,991  

２ 無形固定資産  226,831   216,305   199,447  

３ 投資その他の資産          

（１）投資有価証券  16,363,036   13,910,802   16,630,881  

（２）関係会社株式  2,185,567   2,180,782   2,085,082  

（３）その他  1,836,452   1,383,143   1,590,726  

  貸倒引当金 △ 35,075  △ 3,539  △ 3,539  

投資その他の資産合計   20,349,981   17,471,188   20,303,150  

 固 定 資 産 合 計  27,292,951 69.9  24,737,504 63.7  27,058,589 69.0 

 資 産 合 計  39,030,832 100.0  38,818,959 100.0  39,209,871 100.0 
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（単位：千円） 

期 別 

 

科 目 

前 年 中 間 期 当 中 間 期 前   期 

平成18年9月30日現在 平成19年9月30日現在 平成19年3月31日現在 

金  額 構成比 金  額 構成比 金  額 構成比 

（負 債 の 部）   ％   ％   ％ 

Ⅰ 流 動 負 債          

１ 支払手形  171,226   143,126   204,974  

２ 買掛金  210,442   238,427   218,784  

３ 未払費用  981,966   1,488,795   1,298,498  

４ 未払法人税等  411,549   561,490   682,205  

５ 役員賞与引当金  ―   ―   30,000  

６ 賞与引当金  ―   254,708   ―  

７ 工場閉鎖損失引当金  351,116   ―   ―  

８ その他  265,137   321,869   274,053  

流 動 負 債 合 計  2,391,438 6.1  3,008,417 7.7  2,708,515 6.9 

Ⅱ 固 定 負 債          

１ 繰延税金負債  2,787,994   2,197,694   2,571,986  

２ 退職給付引当金  166,429   23,907   139,004  

３ 役員退職引当金  93,600   83,600   93,600  

４ 長期預り金  1,006,889   1,106,480   1,008,206  

固 定 負 債 合 計  4,054,912 10.4  3,411,681 8.8  3,812,798 9.7 

負 債 合 計  6,446,351 16.5  6,420,099 16.5  6,521,314 16.6 

          

（純 資 産 の 部）          

Ⅰ 株主資本          

 １ 資本金  1,650,000 4.2  1,650,000 4.3  1,650,000 4.2 

 ２ 資本剰余金          

  (1)資本準備金  404,986   404,986   404,986  

  (2)その他資本剰余金  271,693   271,693   271,693  

 資 本 剰 余 金 合計  676,680 1.7  676,680 1.7  676,680 1.7 

 ３ 利益剰余金          

  (1)利益準備金  412,500   412,500   412,500  

  (2)その他利益剰余金          

   固定資産圧縮積立金  23,642   20,813   22,094  

   別途積立金  25,381,000   26,631,000   25,381,000  

   繰越利益剰余金  827,438   985,069   1,850,449  

 利 益 剰 余 金 合計  26,644,580 68.3  28,049,382 72.3  27,666,044 70.6 

 ４ 自己株式 △ 836,436 △2.1 △ 1,350,572 △3.5 △  1,349,600 △3.4 

 株 主 資 本 合計  28,134,824 72.1  29,025,490 74.8  28,643,123 73.1 

Ⅱ 評価・換算差額等          

   その他有価証券 

   評 価 差 額 金 
 4,449,656   3,373,369   4,045,433  

 評価・換算差額等合計  4,449,656 11.4  3,373,369 8.7  4,045,433 10.3 

 純 資 産 合 計  32,584,480 83.5  32,398,860 83.5  32,688,556 83.4 

 負 債 純 資 産 合 計  39,030,832 100.0  38,818,959 100.0  39,209,871 100.0 

          

養命酒製造㈱（２５４０）平成20年３月期　中間決算短信（非連結）

8



 

（２）中間損益計算書 

（単位：千円） 

期 別 

 

 

科 目 

前 年 中 間 期 当 中 間 期 前   期 
自 平成 18 年４月 １日 自 平成 19 年４月 １日 自 平成 18 年４月 １日 

至 平成 18 年９月 30 日 至 平成 19 年９月 30 日 至 平成 19 年３月 31 日 

金  額 百分比 金  額 百分比 金  額 百分比 

  ％  ％  ％ 

Ⅰ 売上高 6,155,576 100.0 6,549,279 100.0 12,827,234 100.0 

Ⅱ 売上原価 1,897,872 30.8 1,905,518 29.1 3,946,145 30.8 

売 上 総 利 益 4,257,704 69.2 4,643,761 70.9 8,881,088 69.2 

Ⅲ 販売費及び一般管理費 3,137,498 51.0 3,232,880 49.4 6,724,672 52.4 

営 業 利 益 1,120,205 18.2 1,410,880 21.5 2,156,416 16.8 

Ⅳ 営業外収益 154,650 2.5 165,201 2.5 245,616 1.9 

Ⅴ 営業外費用 16,259 0.3 15,788 0.2 29,235 0.2 

経 常 利 益 1,258,596 20.4 1,560,294 23.8 2,372,797 18.5 

Ⅵ 特別利益 85,629 1.4 ― ― 701,645 5.5 

Ⅶ 特別損失 84,151 1.3 13,970 0.2 112,802 0.9 

税引前中間（当期）純利益 1,260,074 20.5 1,546,323 23.6 2,961,640 23.1 

法人税、住民税及び事業税 410,000 6.7 558,000 8.5 938,000 7.3 

法人税等調整額 74,880 1.2 63,669 1.0 226,982 1.8 

中間（当期）純利益 775,193 12.6 924,653 14.1 1,796,657 14.0 

       

 

 

養命酒製造㈱（２５４０）平成20年３月期　中間決算短信（非連結）

9



（３）中間株主資本等変動計算書 

 

前年中間期（自 平成 18 年４月 1 日 至 平成 18 年９月 30 日） 
(単位：千円) 

 株主資本  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本 

合計 
資本 
準備金 

その他 
資本 
剰余金 

資本 
剰余金 
合計 

利益 
準備金 

その他利益剰余金 
利益 
剰余金 
合計 

固定資産 
圧縮 
積立金 

別途 
積立金 

繰越利益 
剰余金 

平成 18 年 3 月 31 日 
残高 1,650,000 404,986 271,693 676,680 412,500 28,949 25,131,000 787,669 26,360,118 △ 322,594 28,364,204 

中間期中の変動額            

固定資産圧縮積立金
の取崩(前期分)(注)       △ 3,759  3,759 ―  ― 

固定資産圧縮積立金
の取崩 (当中間期分）      △1,547  1,547 ―  ― 

別途積立金の積立(注)       250,000 △ 250,000 ―  ― 

剰余金の配当(注)        △ 490,732 △ 490,732  △ 490,732 

中間純利益        775,193 775,193  775,193 

自己株式の取得          △ 513,841 △ 513,841 

株主資本以外の項
目の中間期中の変
動額(純額) 

           

中間期中の変動額
合計 ― ― ― ― ― △ 5,307 250,000 39,769 284,461 △ 513,841 △ 229,379 

平成 18 年 9 月 30 日 
残高 1,650,000 404,986 271,693 676,680 412,500 23,642 25,381,000 827,438 26,644,580 △ 836,436 28,134,824 

 
 評価・換算差額等 

純資産 
合計 

その他 
有価証券 
評価差額金 

評価・換算
差額等 
合計 

平成 18 年 3 月 31 日 
残高 5,440,906 5,440,906 33,805,110 

中間期中の変動額    

固定資産圧縮積立金 
の取崩(前期分)(注)    ― 

固定資産圧縮積立金
の取崩 (当中間期分）   ― 

別途積立金の積立(注)   ― 

剰余金の配当(注)   △ 490,732 

中間純利益   775,193 

自己株式の取得   △ 513,841 

株主資本以外の項
目の中間期中の変
動額(純額) 

△ 991,250 △ 991,250 △ 991,250 

中間期中の変動額
合計 △ 991,250 △ 991,250 △ 1,220,629 

平成 18 年 9 月 30 日
残高 4,449,656 4,449,656 32,584,480 

(注) 平成 18 年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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当中間期（自 平成 19 年４月 1 日 至 平成 19 年９月 30 日） 
(単位：千円) 

 株主資本  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本 

合計 
資本 
準備金 

その他 
資本 
剰余金 

資本 
剰余金 
合計 

利益 
準備金 

その他利益剰余金 
利益 
剰余金 
合計 

固定資産 
圧縮 
積立金 

別途 
積立金 

繰越利益 
剰余金 

平成 19 年 3 月 31 日 
残高 1,650,000 404,986 271,693 676,680 412,500 22,094 25,381,000 1,850,449 27,666,044 △1,349,600 28,643,123 

中間期中の変動額            

固定資産圧縮 
積立金の取崩      △ 1,281  1,281 ―  ― 

別途積立金の積立       1,250,000 △ 1,250,000 ―  ― 

剰余金の配当        △ 541,315 △ 541,315  △ 541,315 

中間純利益        924,653 924,653  924,653 

自己株式の取得          △971 △971 

株主資本以外の項
目の中間期中の変
動額(純額) 

           

中間期中の変動額
合計 ― ― ― ― ― △ 1,281 1,250,000 △ 865,380 383,338 △971 382,366 

平成 19 年 9 月 30 日 
残高 1,650,000 404,986 271,693 676,680 412,500 20,813 26,631,000 985,069 28,049,382 △1,350,572 29,025,490 

 
 評価・換算差額等 

純資産 
合計 

その他 
有価証券 
評価差額金 

評価・換算
差額等 
合計 

平成 19 年 3 月 31 日 
残高 4,045,433 4,045,433 32,688,556 

中間期中の変動額    

固定資産圧縮 
積立金の取崩   ― 

別途積立金の積立   ― 

剰余金の配当   △541,315 

中間純利益   924,653 

自己株式の取得   △ 971 

株主資本以外の項
目の中間期中の変
動額(純額) 

△672,063 △672,063 △672,063 

中間期中の変動額
合計 △672,063 △672,063 △289,696 

平成 19 年 9 月 30 日
残高 3,373,369 3,373,369 32,398,860 
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前期（自 平成 18 年４月 1 日 至 平成 19 年３月 31 日） 
(単位：千円) 

 株主資本  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

自己株式 
株主資本 

合計 
資本 
準備金 

その他 
資本 
剰余金 

資本 
剰余金 
合計 

利益 
準備金 

その他利益剰余金 
利益 
剰余金 
合計 

固定資産 
圧縮 
積立金 

別途 
積立金 

繰越利益 
剰余金 

平成 18 年 3 月 31 日 
残高 1,650,000 404,986 271,693 676,680 412,500 28,949 25,131,000 787,669 26,360,118 △ 322,594 28,364,204 

当期中の変動額            

固定資産圧縮積立金
の取崩(前期分)(注)      △ 3,759  3,759 ―  ― 

固定資産圧縮積立金
の取崩 (当期分）      △ 3,095  3,095 ―  ― 

別途積立金の積立(注)       250,000 △ 250,000 ―  ― 

剰余金の配当(注)        △ 490,732 △ 490,732  △ 490,732 

当期純利益        1,796,657 1,796,657  1,796,657 

自己株式の取得          △ 1,027,005 △ 1,027,005 

株主資本以外の項目
の当期中の変動額
(純額) 

           

当期中の変動額合
計 ― ― ― ― ― △ 6,855 250,000 1,062,780 1,305,925 △ 1,027,005 278,919 

平成 19 年 3 月 31 日 
残高 1,650,000 404,986 271,693 676,680 412,500 22,094 25,381,000 1,850,449 27,666,044 △ 1,349,600  28,643,123 

 
 評価・換算差額等 

純資産 
合計 

その他 
有価証券 
評価差額金 

評価・換算 
差額等 
合計 

平成 18 年 3 月 31 日 
残高 5,440,906 5,440,906 33,805,110 

当期中の変動額    

固定資産圧縮積立金
の取崩(前期分)(注)   ― 

固定資産圧縮積立金
の取崩 (当期分）   ― 

別途積立金の積立(注)   ― 

剰余金の配当(注)   △ 490,732 

当期純利益   1,796,657 

自己株式の取得   △ 1,027,005 

株主資本以外の項目
の当期中の変動額
(純額) 

△ 1,395,473 △ 1,395,473 △ 1,395,473 

当期中の変動額合
計 △ 1,395,473 △ 1,395,473 △ 1,116,553 

平成 19 年 3 月 31 日 
残高 4,045,433 4,045,433 32,688,556 

(注) 平成 18 年６月の定時株主総会における利益処分項目であります。 
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（４）中間キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円） 

期 別 
 
 
 

科 目 

前 年 中 間 期 当 中 間 期 前   期 

自 平成18年４月 １日 自 平成19年４月 １日 自 平成18年４月 １日 

至 平成18年９月30日 至 平成19年９月30日 至 平成19年３月31日 

金  額 金  額 金  額 

Ⅰ 営業活動によるキャッシュ・フロー       
税引前中間（当期）純利益  1,260,074  1,546,323  2,961,640 
減価償却費  280,321  270,776  553,594 
減損損失  77,606  ―  77,606 
工場閉鎖損失引当金の減少額  ―  ― △ 351,116 
貸倒引当金の増加額（△減少額）  740  ― △ 30,795 
役員賞与引当金の増加額（△減少額）  ― △ 30,000  30,000 
賞与引当金の増加額  ―  254,708  ― 
退職給付引当金の減少額 △ 28,830 △ 115,097 △ 56,254 
役員退職引当金の減少額 △ 166,100 △ 10,000 △ 166,100 
受取利息及び受取配当金 △ 121,626 △ 147,268 △ 196,152 
支払利息  14,121  15,413  24,070 
有形固定資産売却益 △ 41,898  ― △ 41,898 
有形固定資産売却、除却損  6,544  13,970  35,195 
投資有価証券売却益 △ 43,730  ― △ 493,038 
売上債権の増加額 △ 217,932 △ 341,969 △ 150,821 
たな卸資産の減少額（△増加額）  90,738 △ 79,594  244,412 
仕入債務の増加額（△減少額） △ 20,826  19,643 △ 12,484 
未払費用の増加額（△減少額） △ 503,421  413,568 △ 196,314 
未払消費税等の増加額（△減少額）  9,060  10,649 △ 1,755 
その他 △ 496,535 △ 275,158 △ 316,652 

小 計  98,305  1,545,964  1,913,134 
利息及び配当金の受取額  122,680  149,277  198,466 
利息の支払額 △ 35,010 △ 23,597 △ 35,535 
法人税等の支払額 △ 386,856 △ 687,809 △ 630,343 
営業活動によるキャッシュ・フロー △ 200,881  983,836  1,445,722 

Ⅱ 投資活動によるキャッシュ・フロー       
定期預金等の預入による支出 △ 3,735,000  ― △ 3,765,000 
定期預金等の払戻による収入  1,035,000  ―  3,570,000 
有価証券の償還による収入  ―  ―  170,000 
有形固定資産の取得による支出 △ 43,351 △ 735,505 △ 147,895 
有形固定資産の売却による収入  47,893  50  48,893 
無形固定資産の取得による支出 △ 208,620 △ 14,143 △ 215,620 
投資有価証券の取得による支出 △ 3,964 △ 4,123 △ 2,006,379 
投資有価証券の売却による収入  57,630  ―  965,872 
その他  72,855  ―  72,855 
投資活動によるキャッシュ・フロー △ 2,777,556 △ 753,721 △ 1,307,273 

Ⅲ 財務活動によるキャッシュ・フロー       
短期借入れによる収入  1,050,000  1,050,000  1,050,000 
短期借入金の返済による支出 △ 1,050,000 △ 1,050,000 △ 1,050,000 
自己株式の取得による支出 △ 513,841 △ 971 △ 1,027,005 
配当金の支払額 △ 488,009 △ 537,638 △ 488,815 
財務活動によるキャッシュ・フロー △ 1,001,850 △ 538,610 △ 1,515,820 

Ⅳ 現金及び現金同等物に係る換算差額  ―  ―  ― 
Ⅴ 現金及び現金同等物の減少額 △ 3,980,289 △ 308,495 △ 1,377,372 
Ⅵ 現金及び現金同等物の期首残高  8,822,613  7,445,240  8,822,613 
Ⅶ 現金及び現金同等物の中間期末（期末）残高  4,842,323  7,136,745  7,445,240 
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中間財務諸表作成の基本となる重要な事項 

項目 
前 年 中 間 期 

 自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日 

当 中 間 期 
 自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日 

前     期 
 自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日 

１ 資産の評価基準及び評価方法 (1) 有価証券 

  満期保有目的の債券 

   償却原価法(定額法) 

  子会社株式 

   移動平均法による原価法 

  その他有価証券 

   時価のあるもの 

    中間決算日の市場価格等に

基づく時価法(評価差額は

全部純資産直入法により

処理し、売却原価は移動

平均法により算定) 

   時価のないもの 

    移動平均法による原価法 

(1) 有価証券 

  満期保有目的の債券 

同左 

  子会社株式 

同左 

  その他有価証券 

   時価のあるもの 

同左 

 

 

 

 

   時価のないもの 

同左 

(1) 有価証券 

  満期保有目的の債券 

同左 

  子会社株式 

同左 

  その他有価証券 

   時価のあるもの 

    決算末日の市場価格等に基

づく時価法(評価差額は全

部純資産直入法により処

理し、売却原価は移動平

均法により算定) 

   時価のないもの 

同左 

 (2) たな卸資産 

  商品、製品、半製品、仕掛品、

原材料、貯蔵品 

  評価基準……原価法 

  評価方法……総平均法 

(2) たな卸資産 

同左 

 

(2) たな卸資産 

同左 

２ 固定資産の減価償却の方法 (1) 有形固定資産 

   定率法(ただし、平成10年４

月１日以降に取得した建物(建

物附属設備を除く)については

定額法)を採用しております。 

(1) 有形固定資産 

同左 

(1) 有形固定資産 

同左 

 ――――― 

 

（会計方針の変更） 

 法人税法の改正に伴い、当中

間期より、平成19年４月1日以

降に取得した有形固定資産につ

いて、改正後の法人税法に基づ

く減価償却の方法に変更してお

ります。 

 これによる損益へ与える影響

は軽微であります。 

――――― 

 

 ――――― 

 

（追加情報） 

 平成19年３月31日以前に取得

したものについては、償却可能

限度額まで償却が終了した翌年

から５年間で均等償却する方法

によっております。 

 これにより、売上総利益は

12,225千円、営業利益、経常利

益及び税引前中間純利益はそれ

ぞれ16,753千円減少しておりま

す。 

――――― 

 

 (2) 無形固定資産 

   定額法を採用しております。 

   なお、自社利用のソフトウェ

アについては、社内における利

用可能期間(５年)に基づく定額

法を採用しております。 

(2) 無形固定資産 

同左 

(2) 無形固定資産 

同左 
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項目 
前 年 中 間 期 

 自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日 

当 中 間 期 
 自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日 

前     期 
 自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日 

３ 引当金の計上基準 (1) 貸倒引当金 

   債権の貸倒れによる損失に備

えるため、一般債権については

貸倒実績率により、貸倒懸念債

権等特定の債権については個別

に回収可能性を勘案し、回収不

能見込額を計上しております。 

(1) 貸倒引当金 

同左 

(1) 貸倒引当金 

同左 

 ――――― 

 

――――― 

 

(2) 役員賞与引当金 

役員の賞与の支給に備えるた

め、当期末における支給見込額に

基づき計上しております。 

   （会計方針の変更） 

 当期より「役員賞与に関する

会計基準」（企業会計基準委員会 

平成17年11月29日 企業会計基準

第４号）を適用しております。 

 これにより営業利益、経常利

益及び税引前当期純利益は、そ

れぞれ30,000千円減少しており

ます。 

 ――――― 

 

(3) 賞与引当金 

   従業員に対して支給する賞与

の支出に充てるため、支給見込

額に基づき計上しております。 

――――― 

 

  （追加情報） 

 従来、従業員に対する賞与支

給見込額を「未払費用」として

処理しておりましたが、当中間

期において賞与算定方法の見直

しを行ったため当中間期より

「賞与引当金」として計上して

おります。なお、前年中間期の

「未払費用」に含まれている賞

与支給見込額は167,402千円で

あります。 

 

 (4) 工場閉鎖損失引当金 

   工場閉鎖に伴う損失に備える

ため、当該損失見込額を計上し

ております。 

――――― 

 

――――― 

 

 (5) 退職給付引当金 

   従業員の退職給付に備えるた

め、当期末における退職給付債

務及び年金資産の見込額に基づ

き、当中間期末において発生し

ていると認められる額を計上し

ております。 

   なお、会計基準変更時差異

(1,237,875千円)については７

年による按分額を費用処理して

おります。 

   過去勤務債務については、そ

の発生時の従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数(15年)

による定額法により費用処理し

ております。数理計算上の差異

については、その発生時の従業

員の平均残存勤務期間以内の一

定の年数(15年)による定額法に

より、発生の翌期より費用処理

しております。 

(5) 退職給付引当金 

   従業員の退職給付に備えるた

め、当期末における退職給付債

務及び年金資産の見込額に基づ

き、当中間期末において発生し

ていると認められる額を計上し

ております。 

   過去勤務債務については、そ

の発生時の従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数(15年)

による定額法により費用処理し

ております。数理計算上の差異

については、その発生時の従業

員の平均残存勤務期間以内の一

定の年数(15年)による定額法に

より、発生の翌期より費用処理

しております。 

(5) 退職給付引当金 

   従業員の退職給付に備えるた

め、当期末における退職給付債

務及び年金資産の見込額に基づ

き計上しております。 

   なお、会計基準変更時差異

(1,237,875千円)については、

７年による均等額を費用処理し

ております。 

   過去勤務債務については、そ

の発生時の従業員の平均残存勤

務期間以内の一定の年数(15年)

による定額法により、費用処理

しております。 

   数理計算上の差異について

は、その発生時の従業員の平均

残存勤務期間以内の一定の年数

(15年)による定額法により、発

生の翌期より費用処理しており

ます。 

養命酒製造㈱（２５４０）平成20年３月期　中間決算短信（非連結）

15



 

項目 
前 年 中 間 期 

 自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日 

当 中 間 期 
 自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日 

前     期 
 自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日 

 (6) 役員退職引当金 

   役員の退職慰労金の支出に備

えるため、内規に基づく中間期

末要支給額を計上しておりま

す。 

   なお、平成16年６月に役員退

職慰労金制度を廃止しており、

役員退職引当金残高は従前の制

度による在任役員に対する支給

予定額であり、平成16年４月以

降の要支給額の新たな発生はあ

りません。 

(6) 役員退職引当金 

同左 

(6) 役員退職引当金 

   役員の退職慰労金の支払に

備えるため、内規に基づく期

末要支給額の全額を計上して

おります。 

   なお、平成16年６月に役員

退職慰労金制度を廃止してお

り、役員退職引当金残高は従

前の制度による在任役員に対

する支給予定額であり、平成

16年４月以降の要支給額の新

たな発生はありません。 

４ リース取引の処理方法  リース物件の所有権が借主に

移転すると認められるもの以外

のファイナンス・リース取引に

ついては、通常の賃貸借取引に

係る方法に準じた会計処理によ

っております。 

同左 同左 

５ 中間キャッシュ・フロー計算書

(キャッシュ・フロー計算書)に

おける資金の範囲 

 手許現金、随時引き出し可能

な預金及び容易に換金可能であ

り、かつ、価値の変動について

僅少なリスクしか負わない取得

日から３ヶ月以内に償還期限の

到来する短期投資からなってお

ります。 

同左 同左 

６ その他中間財務諸表(財務諸表)

作成のための基本となる重要な

事項 

消費税等の会計処理 

 消費税等の会計処理は税抜方

式によっております。 

消費税等の会計処理 

同左 

 

消費税等の会計処理 

同左 

 

 
 
 

中間財務諸表作成の基本となる重要な事項の変更 

前 年 中 間 期 
 自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日 

当 中 間 期 
 自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日 

前     期 
 自 平成18年４月１日 
至 平成19年３月31日 

（貸借対照表の純資産の部の表示に関する会

計基準） 

 当中間期から「貸借対照表の純資産の部の

表示に関する会計基準」（企業会計基準委員会 

平成17年12月９日 企業会計基準第５号）及

び「貸借対照表の純資産の部の表示に関する

会計基準等の適用指針」（企業会計基準委員会 

平成17年12月９日 企業会計基準適用指針第

８号）を適用しております。 

 これまでの資本の部の合計に相当する金額

は、32,584,480千円であります。 

 なお、当中間期における中間貸借対照表の

純資産の部については、中間財務諸表等規則

の改正に伴い、改正後の中間財務諸表等規則

により作成しております。 

――――― 

 

（貸借対照表の純資産の部の表示に関する会計

基準） 

  当期より「貸借対照表の純資産の部の表示

に関する会計基準」（企業会計基準委員会 平

成17年12月９日 企業会計基準第５号）及び

「貸借対照表の純資産の部の表示に関する会

計基準等の適用指針」（企業会計基準委員会 

平成17年12月９日 企業会計基準適用指針第

８号）を適用しております。 

  これまでの資本の部の合計に相当する金額

は、32,688,556千円であります。 

  なお、当期における貸借対照表の純資産の

部については、財務諸表等規則の改正に伴

い、改正後の財務諸表等規則により作成して

おります。 

 
 
 

養命酒製造㈱（２５４０）平成20年３月期　中間決算短信（非連結）

16



 

表示方法の変更 

前 年 中 間 期 
 自 平成18年４月１日 
至 平成18年９月30日 

当 中 間 期 
 自 平成19年４月１日 
至 平成19年９月30日 

（中間貸借対照表） 

 前年中間期において投資その他の資産の「その他」に含めて表示して

おりました「関係会社株式」は、当中間期において総資産の100分の５を

超えたため、区分掲記いたしました。 

 なお、前年中間期の「関係会社株式」の金額は17,962千円でありま

す。 

――――― 

 

（キャッシュ・フロー計算書） 

 前年中間期において営業活動によるキャッシュ・フローの「その他」

に含めて表示しておりました「未払費用の減少額」は、金額的重要性が

増したため当中間期から区分掲記いたしました。 

 なお、前年中間期の「未払費用の減少額」は294,323千円であります。 

――――― 

 

――――― （中間貸借対照表） 

 前年中間期において「現金及び預金」に含めて表示しておりました譲

渡性預金は、会計制度委員会報告第14号「金融商品会計に関する実務指

針」(平成19年７月４日)において有価証券として取り扱うこととされた

ため、当中間期より「有価証券」として表示しております。 

 なお、前年中間期の「現金及び預金」に含まれる譲渡性預金の金額は

6,100,000千円であります。 
 
 

注記事項 
（中間貸借対照表関係） 

（単位：千円） 

 前 年 中 間 期 当 中 間 期 前    期 

 平成18年９月30日現在 平成19年９月30日現在 平成19年３月31日現在 

１.有形固定資産の減価償却累計額 16,644,320 14,327,691 14,278,522 

２.保証債務 15,816 14,130 14,978 

３.受取手形割引高 91,065 105,999 109,218 

４.消費税等の取扱い 仮払消費税等及び仮受
消費税等は、相殺のう
え、金額的重要性が乏
しいため、流動負債の
「その他」に含めて表
示しております。 

同左 ――― 

 
（中間損益計算書関係） 

（単位：千円） 

 前 年 中 間 期 当 中 間 期 前    期 
 自 平成18年４月 １日 自 平成19年４月 １日 自 平成18年４月 １日 

 至 平成18年９月30日 至 平成19年９月30日 至 平成19年３月31日 

１.営業外収益のうち主要なもの    
受取利息 7,822 22,133 22,457 
有価証券利息 4,516 12,430 10,277 
受取配当金 109,287 112,705 163,417 

２.営業外費用のうち主要なもの    
支払利息 14,121 15,413 24,070 

３.特別利益のうち主要なもの    
土地等売却益 ― ― 41,898 
投資有価証券売却益 ― ― 493,038 

４.特別損失のうち主要なもの    
減損損失 77,606 ― 77,606 

５.減価償却実施額    
有形固定資産 255,791 246,075 504,359 
無形固定資産 24,530 24,700 49,234 
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（単位：千円） 

 前 年 中 間 期 当 中 間 期 前    期 

 自 平成18年４月 １日 自 平成19年４月 １日 自 平成18年４月 １日 

 至 平成18年９月30日 至 平成19年９月30日 至 平成19年３月31日 

６.減損損失    

  当中間期において以下の
資産グループについて減損
損失を計上しました。 
場所 駒ヶ根工場 

（長野県 

駒ヶ根市） 

用途 遊休資産 

種類 機械及び装置 

 当社では減損の兆候を判
定するにあたっては、事業
全体を１つの資産グループ
としてグルーピングを実施
しております。また、将来
の使用が見込まれていない
重要性が乏しい遊休資産に
おいては、概ね独立したキ
ャッシュ・フローを生み出
す最小の単位として取り扱
わずに資産グループに含め
ております。 

 今回、生薬残渣処理設備

の一部を重要な遊休資産と

して認識し、当該資産（機

械及び装置）の減少額を減

損損失（77,606 千円）とし

て特別損失に計上しまし

た。なお、当該資産グルー

プの回収可能価額は、正味

売却価額により測定してお

ります。 

――― 
 

 当期において以下の資産
グループについて減損損失
を計上しました。 

場所 駒ヶ根工場 

（長野県 

駒ヶ根市） 

用途 遊休資産 
種類 機械及び装置 

 当社では減損の兆候を判
定するにあたっては、事業
全体を１つの資産グループ
としてグルーピングを実施
しております。また、将来
の使用が見込まれていない
重要性が乏しい遊休資産に
おいては、概ね独立したキ
ャッシュ・フローを生み出
す最小の単位として取り扱
わずに資産グループに含め
ております。 
 今回、生薬残渣処理設備
の一部を重要な遊休資産と
して認識し、当該資産（機
械及び装置）の減少額を減
損損失（77,606 千円）とし
て特別損失に計上しまし
た。なお、当該資産グルー
プの回収可能価額は、正味
売却価額により測定してお
ります。 
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（中間株主資本等変動計算書関係） 
 

前年中間期（自 平成 18 年４月１日 至平成 18 年９月 30 日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 前期末 

株式数（株） 

当中間期 

増加株式数（株） 

当中間期 

減少株式数（株） 

当中間期末 

株式数（株） 

発行済株式     

  普通株式 33,000,000 ― ― 33,000,000 

自己株式     

  普通株式 284,523 421,860 ― 706,383 

(注) 普通株式の自己株式の株式数の増加 421,860 株は、市場買付による増加 421,000 株及び単元未満株式の

買取りによる増加 860 株であります。 

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

  該当事項はありません。 

 

３．配当に関する事項 

(１) 配当金支払額 

(決 議） 株式の種類 配当金の総額 

（千円） 

１株当たり 

配当額（円） 

基準日 効力発生日 

平成 18 年６月 29 日 

定時株主総会 
普通株式 490,732 15.00 平成 18 年３月 31 日 平成 18 年 6 月 30 日 

 
 
 

当中間期（自 平成 19 年４月１日 至平成 19 年９月 30 日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 前期末 

株式数（株） 

当中間期 

増加株式数（株） 

当中間期 

減少株式数（株） 

当中間期末 

株式数（株） 

発行済株式     

  普通株式 33,000,000 ― ― 33,000,000 

自己株式     

  普通株式 1,157,931 825 ― 1,158,756 

(注) 普通株式の自己株式の株式数の増加 825 株は、単元未満株式の買取りによるものであります。 

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

  該当事項はありません。 

 

３．配当に関する事項 

(１) 配当金支払額 

(決 議） 株式の種類 配当金の総額 

（千円） 

１株当たり 

配当額（円） 

基準日 効力発生日 

平成 19 年６月 28 日 

定時株主総会 
普通株式 541,315 17.00 平成 19 年３月 31 日 平成 19 年 6 月 29 日 
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前期（自 平成 18 年４月１日 至 平成 19 年３月 31 日） 

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項 

 前期末 

株式数（株） 

当期 

増加株式数（株） 

当期 

減少株式数（株） 

当期末 

株式数（株） 

発行済株式     

  普通株式 33,000,000 ― ― 33,000,000 

自己株式     

  普通株式 284,523 873,408 ― 1,157,931 

(注) 普通株式の自己株式の株式数の増加 873,408 株は、市場買付による増加 871,000 株及び単元未満株式の

買取りによる増加 2,408 株であります。 

 

２．新株予約権及び自己新株予約権に関する事項 

  該当事項はありません。 

 

３．配当に関する事項 

(１) 配当金支払額 

決 議 株式の種類 
配当金の総額 

（千円） 

１株当たり 

  配当額（円） 
基準日 効力発生日 

平成 18 年６月 29 日 

定時株主総会 
普通株式 490,732 15.00 平成 18 年３月 31 日 平成 18 年 6 月 30 日 

 

(２) 基準日が当期に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌期となるもの 

決 議 株式の種類 配当の原資 
配当金の総額

（千円） 

１株当たり 

配当額(円) 
基準日 効力発生日 

平成 19 年６月 28 日 

定時株主総会 普通株式 利益剰余金 541,315 17.00 平成 19 年３月 31 日 平成 19 年６月 29 日 

 

 
（中間キャッシュ・フロー計算書関係） 

（単位：千円） 

 前 年 中 間 期 当 中 間 期 前    期 

 自 平成18年４月 １日 自 平成19年４月 １日 自 平成18年４月 １日 

 至 平成18年９月30日 至 平成19年９月30日 至 平成19年３月31日 

 現金及び現金同等物の中間期末（期
末）残高と中間貸借対照表（貸借対照
表）に記載されている科目の金額との
関係 

   

現金及び預金勘定 7,377,323 1,766,745 7,675,240 

有価証券勘定（譲渡性預金） ― 5,800,000 ― 

預入期間が３ヶ月を超える定期預金 △2,535,000 △430,000 △230,000  

現金及び現金同等物 4,842,323  7,136,745  7,445,240 

 

養命酒製造㈱（２５４０）平成20年３月期　中間決算短信（非連結）

20



（リース取引関係） 

（単位：千円） 

前 年 中 間 期 当 中 間 期 前    期 
自 平成18年４月 １日 自 平成19年４月 １日 自 平成18年４月 １日 

至 平成18年９月30日 至 平成19年９月30日 至 平成19年３月31日 

１.リース物件の所有権が借主に
移転すると認められるもの以外
のファイナンス・リース取引 

１.リース物件の所有権が借主に
移転すると認められるもの以外
のファイナンス・リース取引 

１.リース物件の所有権が借主に
移転すると認められるもの以外
のファイナンス・リース取引 

 
(借手側) 

 
(借手側) 

 
(借手側) 

(1) リース物件の取得価額相当
額、減価償却累計額相当額及
び中間期末残高相当額 

(1) リース物件の取得価額相当
額、減価償却累計額相当額及
び中間期末残高相当額 

(1) リース物件の取得価額相当
額、減価償却累計額相当額及
び期末残高相当額 

   
 取  得

価  額
相   当   額 

減価償却

累計額相
当  額 

中間期末

残  高 
相 当 額 

機械及び装

置 
96,000 12,078 83,921 

車輌及び運

搬具 
5,628 4,502 1,125 

工具、器具

及び備品 
6,882 6,767 114 

ソ フ ト ウ
ェア 

486 477 8 

合 計 108,996 23,826 85,169 
 

 取  得

価  額
相   当   額 

減価償却

累計額相
当  額 

中間期末

残  高 
相 当 額 

機械及び装

置 
96,000 20,951 75,048 

合 計 96,000 20,951 75,048 

    

    

    
 

 取  得

価  額
相   当   額 

減価償却

累計額相
当  額 

中間期末

残  高 
相 当 額 

機械及び装

置 
96,000 16,268 79,731 

合 計 96,000 16,268 79,731 

    

    

    
 

   

(注)取得価額相当額は、未経過リ

ース料中間期末残高が、有形

固定資産の中間期末残高等に

占める割合が低いため､支払利

子込み法により算定しており

ます。 

同 左 (注)取得価額相当額は、未経過リ

ース料期末残高が、有形固定

資産の期末残高等に占める割

合が低いため、支払利子込み

法により算定しております。 

(2) 未経過リース料中間期末残高

相当額 

(2) 未経過リース料中間期末残高

相当額 

(2) 未経過リース料期末残高相当

額 

   
１ 年 内 9,511   

１ 年 超 75,658  

合 計 85,169  
 

１ 年 内 8,478 

１ 年 超 66,569 

合 計 75,048 
 

１ 年 内 8,636 

１ 年 超 71,095 

合 計 79,731 
 

  
(注)未経過リース料中間期末残高

相当額は、未経過リース料中
間期末残高が、有形固定資産
の中間期末残高等に占める割
合が低いため､支払利子込み
法により算定しております。 

同 左 (注)未経過リース料期末残高相当
額は、未経過リース料期末残
高が、有形固定資産の期末残
高等に占める割合が低いた
め、支払利子込み法により算
定しております。 

(3) 支払リース料及び減価償却費

相当額 

(3) 支払リース料及び減価償却費

相当額 

(3) 支払リース料及び減価償却費

相当額 

   
支払リース料 6,090   
減価償却費相当額 6,090  

 

支払リース料 4,683 
減価償却費相当額 4,683 

 

支払リース料 10,590 
減価償却費相当額 10,590 

 

 
(4) 減価償却費相当額の算定方法 (4) 減価償却費相当額の算定方法 (4) 減価償却費相当額の算定方法 

リース期間を耐用年数とし、
残存価額を零とする定額法に
よっております。 

同   左 同   左 
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（単位：千円） 

前 年 中 間 期 当 中 間 期 前    期 
自 平成18年４月 １日 自 平成19年４月 １日 自 平成18年４月 １日 

至 平成18年９月30日 至 平成19年９月30日 至 平成19年３月31日 

２.オペレーティング・リース取

引 

 

２.オペレーティング・リース取

引 

 

２.オペレーティング・リース取

引 

 

（貸手側） （貸手側） （貸手側） 
(1) 未経過リース料 (1) 未経過リース料 (1) 未経過リース料 

１年内 10,080 
１年超 21,840 

合計 31,920 
 

１年内 10,080   
１年超 11,760   

合計 21,840  
 

１年内 10,080   
１年超 16,800  

合計 26,880 
 

  

 

 

（有価証券関係） 

 

  前年中間期（平成 18 年９月 30 日現在） 

 

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの                      (単位：千円) 

内   容 中間貸借対照表計上額 時    価 差   額 

    

国債 2,882,740 2,868,452 △14,288 

 
２．その他有価証券で時価のあるもの                        (単位：千円) 

内   容 取 得 原 価 中間貸借対照表計上額 差   額 

    

株式 7,939,760 15,355,854 7,416,094 

 
３．時価評価されていない有価証券                            (単位：千円) 

内   容 中間貸借対照表計上額 
  

(1)子会社及び関連会社株式   
 子会社株式 17,962  
(2)その他有価証券   
 非上場株式 462,056  

合計 480,018  
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  当中間期（平成 19 年９月 30 日現在） 

 
１．満期保有目的の債券で時価のあるもの                      (単位：千円) 

内   容 中間貸借対照表計上額 時    価 差   額 

    

国債 4,705,833 4,695,350 △10,483 

 
２．その他有価証券で時価のあるもの                          (単位：千円) 

内   容 取 得 原 価 中間貸借対照表計上額 差   額 

    

株式 7,488,559 13,110,842 5,622,282 

 
３．時価評価されていない有価証券                              (単位：千円) 

内   容 中間貸借対照表計上額 
  

(1)満期保有目的の債券   
 譲渡性預金 5,800,000  
(2)子会社及び関連会社株式   
 子会社株式 17,962  
(3)その他有価証券   
 非上場株式 462,056  

合計 6,280,018  

 

 

  前 期（平成 19 年３月 31 日現在） 

 

１．満期保有目的の債券で時価のあるもの                      (単位：千円) 

内   容 貸借対照表計上額 時    価 差   額 

    

国債 4,708,562 4,693,480 △15,082 

 
２．その他有価証券で時価のあるもの                        (単位：千円) 

内   容 取 得 原 価 貸借対照表計上額 差   額 

    

株式 7,484,416 14,226,804 6,742,388 

 

３．当事業年度中に売却したその他有価証券（自 平成 18 年４月１日 至 平成 19 年３月 31 日） 

(単位：千円) 

売却額 売却益の合計額 売却損の合計額 

967,980 493,038 ― 

 

４．時価評価されていない有価証券                            (単位：千円) 

内   容 貸借対照表計上額 
  

(1)子会社及び関連会社株式   

 子会社株式 17,962  

(2)その他有価証券   

 非上場株式 462,056  

合計 480,018  
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（デリバティブ取引） 

前 年 中 間 期 

自  平成 18年４月 1 日 

至  平成 18年９月 30 日 

当 中 間 期 

自  平成 19 年４月 1日 

至  平成 19 年９月 30日 

前    期 

自  平成 18年４月 1日 

至  平成 19年３月 31日 

当社は、デリバティブ取引を全

く利用していないため、該当事項

はありません。 

同  左 同  左 

 

（持分法投資損益） 

前 年 中 間 期 

自  平成 18年４月 1 日 

至  平成 18年９月 30 日 

当 中 間 期 

自  平成 19 年４月 1日 

至  平成 19 年９月 30日 

前    期 

自  平成 18年４月 1日 

至  平成 19年３月 31日 

関連会社がないため記載してお

りません。 

同  左 同  左 

 

（ストック・オプション等） 

前 年 中 間 期 

自  平成 18年４月 1 日 

至  平成 18年９月 30 日 

当 中 間 期 

自  平成 19 年４月 1日 

至  平成 19 年９月 30日 

前    期 

自  平成 18年４月 1日 

至  平成 19年３月 31日 

該当事項はありません。 同  左 同  左 

 

(１株当たり情報） 

前 年 中 間 期 

自  平成 18年４月 1 日 

至  平成 18年９月 30 日 

当 中 間 期 

自  平成 19 年４月 1日 

至  平成 19 年９月 30日 

前    期 

自  平成 18年４月 1日 

至  平成 19年３月 31日 

 

 

1 株当たり純資産額 1,009 円 01 銭 1 株当たり純資産額 1,017 円 51 銭 1 株当たり純資産額 1,026 円 58 銭  

1 株当たり中間純利益 23 円 73 銭 1 株当たり中間純利益  29 円 04 銭 1 株当たり当期純利益 55 円 53 銭 

 なお、潜在株式調整後 1 株当た

り中間純利益については､潜在株

式が存在しないため記載しており

ません。 

 なお、潜在株式調整後 1 株当

たり中間純利益については､潜在

株式が存在しないため記載して

おりません。 

 なお、潜在株式調整後 1 株当た

り当期純利益については､潜在株

式が存在しないため記載しており

ません。 

  

 

(注）算定上の基礎 

 １．１株当たり純資産額 

項    目 前 年 中 間 期 
平成18年９月30日 

当 中 間 期 
平成19年９月30日 

前    期 
平成19年3月31日 

貸借対照表の純資産の部の合計額（千円） 32,584,480 32,398,860 32,688,556 

普通株式に係る純資産額（千円） 32,584,480 32,398,860 32,688,556 

差額の主な内訳（千円） ― ― ― 

普通株式の発行済株式数（株） 33,000,000 33,000,000 33,000,000 

普通株式の自己株式数（株） 706,383 1,158,756 1,157,931 

１株当たり純資産額の算定に用いら

れた普通株式の数（株） 

 

32,293,617 

 

31,841,244 

 

31,842,069 
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 ２．１株当たり中間（当期）純利益 

項    目 前 年 中 間 期 

自 平成18年４月 1日 

至 平成18年９月30日 

当 中 間 期 
自 平成19年４月 1日 

至 平成19年９月30日 

前    期 
自 平成18年４月 1日 

至 平成19年３月31日 

中間(当期)純利益(千円） 775,193 924,653 1,796,657 

普通株式に係る中間(当期)純利益（千円）  775,193 924,653 1,796,657 

普通株主に帰属しない金額（千円） ― ― ― 

普通株式の期中平均株式数（株） 32,673,653 31,841,402 32,352,790 

 

（重要な後発事象） 

前 年 中 間 期 

自  平成 18年４月 1 日 

至  平成 18年９月 30 日 

当 中 間 期 

自  平成 19 年４月 1日 

至  平成 19 年９月 30日 

前    期 

自  平成 18年４月 1日 

至  平成 19年３月 31日 

 該当事項はありません。 同  左 同  左 
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５． その他 

（１）生産、受注及び販売の状況 

 

 売上高明細表 

(単位：千円) 

           期     別 

 

 

 品    目 

前 年 中 間 期 当 中 間 期 前    期 

自 平成 18 年４月 1 日 自 平成 19 年４月 1 日 自 平成 18 年４月 1 日 

至 平成 18 年９月 30 日 至 平成 19 年９月 30 日 至 平成 19 年３月 31 日 

数    量 売上金額 数    量 売上金額 数    量 売上金額 

 kl  kl  kl  

   養    命    酒 4,009 6,001,819 4,259 6,373,933 8,379 12,514,230 

       

   （うち輸出分）  (160,451)  (143,995)  (482,917) 

       

   不 動 産 収 入  84,658  92,269  165,584 

       

   そ  の  他  69,099  83,077  147,418 

       

       

   合          計  6,155,576  6,549,279  12,827,234 

       

（注）上記の金額には、消費税等は含まれておりません。 

 

 

 

 

養命酒製造㈱（２５４０）平成20年３月期　中間決算短信（非連結）

26


	20071106-CHUKAN
	20071106-CHUKAN-1
	20071106-CHUKAN-2
	20071106-CHUKAN-3
	20071106-CHUKAN-4
	20071106-CHUKAN-5



